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（開示事項の経過）フィジカル AIロボット事業の推進状況に関するお知らせ 

～AIロボット実機「Galbot G1」の受領および国内検証の開始について～ 
 

当社は、2026 年４月 16 日付適時開示「フィジカル AI ロボット事業への参画に関するお知らせ」

および 2026 年４月 21 日付適時開示「フィジカル AI ロボット事業部の新設に関するお知らせ」におい

て、ヒューマノイドロボット領域における研究開発および事業化の本格推進を公表してまいりましたが、

その後の進捗状況について下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．実機受領および国内検証の状況 

当社は、株式会社ビッグハンズと製品売買契約を締結し、フィジカル AI ロボット事業への参画に向

けて初期投資として、ヒューマノイドロボット「Galbot G1」１台を 2026 年６月 17 日に導入し、実機

の受領を完了しております。 

現在、社内に新設した「フィジカル AIロボット事業部」および戦略的パートナーである株式会社ビッ

グハンズを中心に、国内環境における初期設定、基本動作確認、デモ環境の整備、ならびに安全面・運

用面の検証を進めております。 

 

 

２．想定される活用領域 

本ロボットは、工場、物流、小売、建設、介護等の現場における搬送、ピッキング、棚入れ・棚出し、

作業支援等への活用を想定しており、今後、国内企業向けのデモンストレーションおよび PoC（概念実

証）の実施に活用してまいります。  

具体的には、各産業の現場課題に即した以下の作業支援・自動化における検証を順次進めてまいりま

す。  

⚫ 製造・化学・自動車領域： 生産ラインにおける部品ピッキング・搬送作業、蓋付きケースの開閉操

作、および重量物の移動に伴う作業負担の軽減。 

⚫ 日用品・物流領域： 倉庫内での搬送、棚からの段ボールの荷下ろし・移動、および段ボールの開封

作業。 

⚫ 小売・飲料領域： 接客やデモンストレーションを伴う、飲料販売等の無人店舗運営支援。 

⚫ 建設・インフラ領域： 建設現場におけるロボット活用、および柔軟な作業に対応する自律制御モ

デルの検証。 

 

 

３．進捗状況 

実機の国内到着およびこれまでの事業推進に伴い、現時点で、戦略的パートナーである株式会社ビッ

グハンズにおいて、国内大手企業を含む複数の事業会社より、実機見学、個別デモ、PoC 実施、および

レンタル活用等に関する具体的なご相談やお問い合わせを受けております。 
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当社は、同社より当該営業進捗および相談状況についての共有・報告を受け、各社の現場課題や導入

ニーズを確認しながら、実機見学やワークショップ等の実施、ならびに実用化に向けた検証・準備を順

次進めております。 

 

 

なお、現時点において、個別企業名、取引条件、導入時期等について公表すべき決定事項はありませ

ん。 

今後、契約締結など開示すべき事項が発生した場合には、速やかにお知らせいたします。 

 

 

４．今後の見通し 

本事業が当社の 2026 年８月期の連結業績に与える影響につきましては軽微でありますが、2027 年８

月期以降については、本事業の進捗によって実施していく具体的な収益化も決めていく過程でもあるた

め、未定であります。 

 

本件は当社の中長期的な成長戦略における新規事業領域の一つとして位置付けており、今後、事業進

捗、業績影響等、開示すべき事項が生じた場合には、速やかにお知らせいたします。 

 

   以 上 


